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                サ ッ カ ー の 基 礎 技 術 に 関 す る 研 究 Ｉ

              ― プ レー ス キ ッ ク の 踏 み 込 み に つ い て―

                      吉  田  勝  志*

                Fundamental Techniques in Soccer

              Part 1. The way of step-in in place-kick

                      Katsushi YOSHIDA*

                    (Received September 1,1970)

           In respect to the technique of step-in in kicking, one of the most

        important in the kicking action, many reports have been made on the

        step-in-position (distance) to the ball. But the author has an idea

        that beginners find it more difficult to keep proper steps in the

        approaching to the ball than to take the set position (distance)to

        the ball when they kick a ball. There have been comparatively few

        informations about the study on this point of view.

           The author, in order to get some fundamental data for the training

        of Soccer, measured the step-in-position to the ball and the length of

        foot step of each player from footprints made in kicking a placed ball

        by instep-kick, and analyzed what differences there are in the ways

        of step-in between skilled players and beginners.

                              ック時 の 踏 み込 み 技 術 」 に 関 して は,小 玉 ら3),戸 苅

 1緒 言       ら5)の 研 究 に そ の 重 要 性 が 説 か れ て い るが,こ れ らは い

                             ず れ も,立 ち足**の 踏 み 込 み位 置(距 離)に つ い て の サ
ッ カー 技 術 の 系 統 性 は,一 般 に基 礎 技 術,応 用 技 術

船 蹄(ゲ ー ム)の 三 段 階 に 鯉 で き る と 思 わ れ る 研 究 が主 と な って い る・ しか しサ ・ か 鍛 で は・ パ ス

が 沖 で 謹 轍 徹 。は,サ 。 か カ・他 の球 技 と黙 り や シ ー トの 際 に つ な カ∫る そ の 直 前 の ス テ ・プ.ワ ー ク

足 を用 い る とい う特 蹴 条 件 を賄 す るだ 、ナに,他 に は が・ そ の 動 作 に大 き く羅 を与 え る よ うに思 わ れ る・ 特

見られない多 くの問題点が舘 れている。   に初 心者が・初めてボーノをキ・クする際 に 戸惑 うの

従来,こ うしたサ。か の特殊性を撤 たうえで,キ が・ このステ・プ'ワ ークだと思われるカ`・この面での

。クに関する研究が数多くなされている.そ れらの研究 、研究は比較的少ない・したがって・ 「ボールに対する立
                              ち足 の踏み込み位置(距 離)」 にとどまらず,「 助走の際には
,山 崎1),浅 見 ら2)に よるキックカ とスピー ドに関

する研究や,小 玉 ら・・,戸苅 ら・,・・酌 腰 ら・・によるフォ の踏み込み歩幅(距 離)」 を給 め燗 題の醐 力`腰 だ

一ムに関する研究などにみ られ るよう1。許 。クの技術 と思 う・すなわち・この踏み込みが適轍 行なわれ得 る

につながる酵 的なアブ。一チが最 も多いように思われ とすれば・初幡 で もキ・クは比較的容易に習得で きる

る.そ の他,キ 。キング.マ シンを用いたM。 。、h。11'・ のではないか と考えられる・

          _                そ こで,先 の研究9)で は,ゲ ーム時におけるインステや筋電図解析による離 ら8)の 側面的な研究も多く報告

。プ.キ 。クの使膿 が働 て高く,し カ、も鞭 である
されている。                  との結論を調査結果から得ることができたので

,今 回は
 一 方,キ ック動 作 で 最 も重 要 な 技 術 の1つ で あ る 「キ

                              **蹴 り足に対 して立ち脚または支持脚とい う語が用いられ るが,こ こで

 *保健体育系列(Department of Liberal Arts and Sciences    は足跡距離を調査の対象にしたので,全 て 「立ち足」 とい う用語で統

 一一Health and Physical Education)                 一 した。

                           (1)
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イシステップ・キックを取り上げ，プレース・キックの

際のボールに対する踏み込みのための「助走と立ち足と

の関係」がどのようになっているかを調査し，一応の結

論を得たので報告することにした。

皿 測定方法

 1．対   象

 調査は昭和44年4～6月，本学および中京大学グラウ

ンドで行なった。被検者は，経験者群として，東海地区

大学1都リーグ（中京大学）より26名，．3都リーグ（中

部工業大学）より15名および中部工業大学付属高等学校

のサッカー部員17名を選出し，非経験者群には，中京大

学の学生（サッカー部に所属していない学生）30名を任

意に抽出して，総計88名を調査の対象とすることができ

た。

 2．方   法

 ペナルテ・イー・スポット即ちゴールから11mの地点に

ボールを静止させ，任意の位置から助走，イシステップ

・キックでシュートを行なわせ，．その際の足跡から踏み

勝  志

込み距離を測定した。太田ら10）による「サッカー・ス

キル・テストの作成」では，シュートのスキル・テスト

を行なうには16．5mの距離が妥当であるとしているが，

今回の場合，対象群として非経験者をも合わせ調査した

ので，ボールの飛距離の関係上，11mの距離からシュー

トを行なわせた。ジュート技術の評価は，ゴール面に得

点数別のゾーンを仮設して，できるだけ高い点数を得さ

せるように工夫した。トライアルとして各人左右5回ず

つ行ない，踏み込み距離は第1図の各々について測定し

た。

皿 結果と考察

 A．立ち足の踏み込み距離についての調査結果

 サッカーにおけるキックの指導上，一般にやかましく

注意される問題点は，キック時の立ち足の位置について

であると思う。例えば，シュート練習でボールがわずか

にクロス・バーの上にそれたり，力強いシュートができ

ない場合に，よくいわれるのが立ち足の問題である。し

たがって，・立ち足の位置と距離の適否は，キックの技術

（主立ち足の場合）

   e
    θ  C

   一 ． ・ 一 ・   ・ 一               一■    一 …

／         ⑤    左足
         ．貝  ボ＿ル
   ・ ・ …
        a

ゴール・ライン
 と平行

。  ①

測定部位の説明

①助走の踏み込み歩幅

 ※⑦（ab）……蹴り足の1歩手前の歩幅（つま先からつま先まで）

 ◎（bc）・・・…蹴り足のつま先からボールの中心（B・C）まで

 ※0（bd）……蹴り足のつま先から立ち足の内側踵部位まで（立ち足までの歩

      幅）

②ヰールに対する立ち足の踏み込み距離

 θ（cd）……立ち足の内側踵部位からボールの中心まで

 ※㊥（de）・・・…コトルと平行に描いたB・Cを通事直線に対し，立ち足の内側

      鍾部位から垂線を下した交点までの距離（立ち足継への踏み込

      み距離）

※◎（Ce）……ボールの中心から立ち足までの最短距離

      （立ち足横への踏み込み距離）

   ㊥とθの交点（d）が立ち足の踏み込み位置である。

 尚，、整理の段階では※印についてのみ検討した。

右足

左足

第1図 踏み込み距離の測定部位

（2） 中部工業大学紀要
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上極めて重要な意義を持つ。にもかかわらず，一般には

経験的な感覚だけで「踏み込みを深くせよ」というよう

にいわれているにすぎない。そこで，立ち足がボールに

対してどの程度までに踏み込めば良いキックができるの

かという踏み込み距離を調査したいと考えた。

 この際，技術的なレベルの区分方法とし＝て，経験年数

の面からと，一般に歩幅が身長の大小にある程度比例す

ると考えれば，キックの場合にも同様な傾向を示すかど

うかの観点から，身長の区分別にみた場合との2側面1F

ついて考察した。なお，立ち足の踏み込み距離は，「ボ

ールの中心に対する縦への踏み込み距離㊧」と「ボール

の中心に対する横への踏み込み距離6」について足跡距

離の実測調査をした。

 1．経験年数別にみた立ち足の踏み込み距離の相違

 経験年数別の階級区分と立ち足の踏み込み距離の調査

結果は，第1表の通りである。

第1表経験年数別にみた立ち足の踏み込み距離

経験 人数
平均経 立ち足

年数 験年数 の左右居I 横θ 縦㊥ 斜θ

L 31．1 18．4 36．8

5年以上 23 6．7

R 32，5 19．4 37．9

L 29．8 22．王 37．6

5～3年 16 3．4

R 31．7 24．2 39，8

L 26．2 26．2 38，3

3〃1年 9 1．3

R 29．0 29．9 41，3

L 23．7 33．3 41．5

1年未満 10 0．2

R 26．8 43．4 50．9

L 23．8 43．7 50．2

非経験者 30 o

R 26．O 50．4 56．6

注1単位Cm，平均値を示す。

 この表により，ボール縦への立ち足の踏み込み距離㊥

と横への立ち足の踏み込み距離θは，主立ち足（右足キ

ック）の方が名立ち足（左足キック）の場合より小さい

値を示す傾向がみられた。

 この調査結果から，グループ別の平均値と個人の立ち

足の位置を座標軸上にプロットし，更にグループ間の平

均値を通る立ち足の傾向曲線を図示したのが第2区およ

び第3図である。

 双方の図から判断されることは，平均値を結んだ傾向

曲線をみると，立ち足継への踏み込み距離㊧と立ち足横

への踏み込み距離。は，逆相関の関係（主立ち足の場合

グ＝一0714，名立ち足の場合7＝一〇．781）にある。例え

ば主立ち足の場合，

一プレースキックの踏み込みについて一

X！

主立ち足の場合      Y
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第2図 経験年数列踏み込み距離の比較（経験者群）
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第3図

X

 Yノ

経験年数列踏み込み距離の比較（経験者群）
注：プロット・マークは第2図と同様である。

ボ←ルに対して

縦への踏み込め距離㊨は

横への踏み込み距離。は

非経験者一→5年以上の経験者

43．7cm一→18．4cm

23，8cIn →3ユ．1cnユ

となり，この結果から経験年数が高まるにつれて，横と

縦への踏み込み距離が逆の関係へと変動していくことが

（3）
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推定できる。すなわち，経験年数が低いグループの場

合，ボールに対する縦への踏み込み距離を長くとり，横

への踏み込み距離を狭くしているが，経験年数が高くな

るにしたがって，この傾向は逆の関係へと移行してい

く。

 2．身長別にみた立ち足の踏み込み距離の相違

 立ち足の踏み込み距離のとり方をみるために，3年以

上の経験者群と非経験者群の2群に分けて考察してみ

た。経験者グループの結果は第2表の通りであった。第

4図は，第2区および第3図と同様に平均値のみを座標

軸上にプロットして，その傾向をみようとしたものであ

る。

  第2表身長別にみた立ち足の踏み込み距離

勝  志

村21．33土9．99cmで踏み込まれており，3年以上の経

験者であれば踏み込み距離にそれ程顕著な相違はみあた

らない。言いかえるならば，立ち足の踏み込み距離が安

定するのは，少なくとも3年以上の経験年数が必要だと

考えられる。同様に非経験者グループについて整理した

結果は，第3表および第5図の通5であった。

第3表身長別にみた立ち足の踏み込み距離．
＿止一）ノ’■亡亡瑚灰’目イ］†」ク「∫1、［仁凹灰’一町）ノ ム仁Fr｝」 ノJ  ｛ノ  」 †コ斌）  し “’

た。経験者グループの結果は第2表の通りであった。第 身・長 入数 平均
立ち足の

身長 左右易1
横・◎ 縦㊥ 斜θ

4図は，第2区および第3図と同様に平均値のみを座標
180～ L 20．9 50，4 54．8

軸上にプロットして，その傾向をみようとしたものであ 175
8 176．O

’R 28．1 60．1 66．4

る。

175川 L 28．4 47．O 55．0

170
1o 171．3

第2表身長別にみた立ち足の踏み込み距離 R 23．O 55．9 60．6

平均 妾皆爵横θ 170川一 L 23．6 36，1 43．3

身長 入数 身長 縦㊥ 斜θ 165
8 167．3

R 24．3 41．3 48．0

180～ L 3211 18．7 37．2
4 178．0 ユ65～ L 21．5 37．3 43．3

175
R 31．7 21．5 38．2 160

4 16ユ．3

R 26．2 35．7 44．2

175川 L 31．5 22．2 38．5
17 171．6 注：単位Cm，平均値を示す（非経験者）

170
R 32．8 23．2 40．2

L 32．2 18．1 37．ガ Y
170～
165 n 167．8

R 33．0 18．9 37．9 主立ち足 名立ち足

165～ L 30．5 16．9 34．7
6 162．3

二20 30 40 50      ・X

160
R 35．7 20．2 36．4

注：単位。m・平均値を示す（3年以上の経験者）           （a）y：2．41x
20

（・）y＝2．14x

Y（b）y＝1．66x
（b）y＝2．43x

主立ち足

         （c）y＝1．53x右立ち足   （Φ。一1．73。

30
（・）y＝1．70x

20 3040 50      X
C

40
d C

b a
d

50

C C b

20 ． a
a

a
b d             Y！

（a）y二0．58x

（b）y＝0．70x

（c）y：0．56x

      b     仲30 （、）y＝068、      昴5図 身長別踏み込み距離の比較（非経験者群），

B。（・）・一・二…  注：身長蔦器、図と同様である。  （c）y：0．57x

（d）y＝0．55x 50 （d）y＝O・57k      すなわち，非経験者の場合，ボール横への踏み込み距

Yノ
離が身長の大小にしたがって変化するという傾向はみら

注：単位cm，平均値を示す（3年以上の経験者）

50
 X

注：単位Cm，平均値を示す（非経験者）

Y

X

（a） y＝2 14x

（b） y＝243x

（c） y＝170x

（a） y＝136x

第5図身長別踏み込み距離の比較（非経験者群），

    単位Cm
注：身長の区分は第4図と同様である。

                           すなわち，非経験者の場合，ボール横への踏み込み距

                          離が身長の大小にしたがって変化するという傾向はみら
           Yノ
                          れなかったが，縦への踏み込み距離に関しては，身長の
 第4図身長別踏み込み距離の比較（経験者群），
     単位Cm                 高いグループほど長く・身長が低くなるにつれて踏み込

 注：a（180～175．m），b（175～170．m），。（170－165cm），    み距離が短かくなる傾向がみられた。しかし，縦への踏

   d（165川160cm）
                          み込みについても身長と踏み込み距離の間には，それ程

 第4図により，経験者グループの踏み込み距離のとり  高い相関があるとは考えられない（左立ち足7＝O．26，

方は，左右いずれの場合にもほぼ同様に踏み込まれてお  右立ち足7＝0．30）。すなわちボールに対する立ち足の踏

り，身長の大小が踏み込み距離におよぼす影響はそれ程  み込み距離は，身長の大小に応じて考慮する必要性がな

明らかではなかった。すなわち，多少の例外はあって  いように思われた。なぜなら，仮に身長と踏み込み距離

も，全体の平均値と標準偏差をみれば，ボール樺と縦へ  の間に関連性があるとしても，ボールに対し縦への踏み

の踏み込み距離が，左立ち足の場合には30．18土7．41cm  込み距離が長ければ，戸苅らu）のいうように「胸を張っ

対20．56±7．53cm，右立ち足の場合には31．06土8．54cm  て腰を低く押し出すフォーム」は取り得ず，むしろ早い

                       （4）                  申部工業大学紀要



サッカーの基礎技術に関する研究I一プレースキックの踏み込みについて一

時期に熟練者と同様な縦に深く，横に広い立ち足の踏み

込み方法を習得させるべきであろう。

 以上の結果から，立ち足とキックの関連性について次

のような知克を得た。

 ①立ち足の踏み込み距離を左右で比較すると，主立

ち足より名立ち足の際に大きく踏み込まれていたが，こ

れをキックの立場からいえば，左足キックのときは右足

キックの場合より両脚を広めに開いてキックしていると

いうことができる。何故このような踏み込みになるか

は，次の2点から説明できるように思われる。第1に，

一般のプレーヤーは概して右足がキックの利き足になる

ことが多く，右足キックの際には主立ち足に十分体重を

乗せ，安定した状態でキックし得るが，逆の場合にはバ

ラ・シスの面で不安定になる傾向が強いために，脚を広め

にとるためだと思われる。第2に，名立ち足の場合に

は，上記の理由で左キック足に力が加えにくいので，脚

を広めに開き；腰部の回転半径を大きくして，キックカ

を補強しようとするためだと考えられる。

 ② 経験年数が高まるにつれて，ボール横への踏み込

みは広く（長く），縦への踏み込みが浅く（短カ）く）なる

傾向がみられたが，この点に関しても腰部の回転性（テ

コの原理）の面から考えれば理解できよう。すなわち，

熟練度の低いプレーヤーは，ボール縦への踏み込みが浅

いために脚だけで前方ヘプッシュするようなキック方法

となりがちだが，熟練度の高いプレーヤーは，立ち足を

広めに踏み込んで腰部の回転半径を大きくし，力強いキ

ックをするようにしている。と同時に，ボール横への立

ち足を広めに踏み込めば，立ち足の方向とキックのモー

ションの調節によっては，ボールの飛方向が極めて多角

的になり得ることから，プレーヤーの技術的水準が上が

るにつれて重要な技術の1つとして考えられてくる。こ

の点，竹腰ら■2）の「キックのフォーム」や，江田13）の

「シューターのフォーム」に関する研究は，以上の考え

をうらづけるものと思われる。

 以上，立ち足の縦と横への踏み込み距離の面から，踏

み込み位置とキックの関連性について検討してきたが，

いずれにしても，「立ち足の良否によって力の効率が異

なる」ユ4）といわれるように，キックの際には立ち足の

位置が極めて重要であるため，サッカーの指導上特に留

意すべきであろう。

 B．助走の際の踏み込み歩幅について

 一般に，陸上競技の三段跳や走幅跳などでは，「助走

の歩幅を変えずに，最高スピードに乗った状態で踏み切

り板を踏み切ることが望ましい」■5）といわれている。

サッカーにおけるイシステップ・キックの際の助走で

も，ボールと踏み切り板の違いこそあるが，跳躍の場合

と同様に踏み切り足を最適な位置に踏み込むという点で

は類似しているように思う。しかし，助走の踏み込み歩
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幅（ストライド）＊に関しては，跳躍とは異なった性格

を持つ。すなわち，跳躍の場合には助走の歩幅を変えな

いための操作をするのに対して，キックの際の助走の歩

幅は，「最後の1歩を大きく踏み込む」ようにいわれて

いる。

 そこで，イシステップ・キックの際の助走の歩幅が，

実際に最後の1歩を大きく踏み込んでいるのかどうか，

またその前後の歩幅はどのように踏み込まれているのか

を経験年数と身長の別に検討してみた。なお，助走の歩

幅は，第1図に示したように「立ち足1歩手前の歩幅

⑦」と「立ち足への歩幅。」について調査した。

第4表 経験年数別にみた助走の歩幅とその割合

経験年数一 5年以上  5〃3年 1 3～1年  1年未満 非経験者
キック 単位1 ⑦1 o」⑦1 o l ⑦：◎1 ⑦1 o l⑦ ◎

Crn ユ06．4 1… P113．0 160．1 126．6 ユ65．0 132．O ユ55．2 u0．8 133．5
右足

一’ 一一
’

■■比率 1．440 1．417 1．303 1．ユ76 1，205

Cr皿 107．6 154．5 110．5 160．1 ユ30．5 167．2 130．2 ユ57．5 ユ14．4 130．6

左足

』一’比率 1．436 1．475 1．281 1．210 1．142

注：比率は⑦を1とした時ののの割合である。注比率は⑦を1とした時の。の割合である。
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   第6図助走の歩幅（経験年数別）

注：左から5年以上，5～3年，3～1年，1年未満，非経験者群

＊ 陸上競技等で用いるストライド（走運動の歩幅）と同様な意味で用

いたが，以後「助走の歩幅」といった場合にはこの意味で用いる。

（5）
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 1．経験年数別にみた助走の踏み込み歩幅

 経験年数の面から助走の歩幅がどのように踏み込まれ

ているかについて調査した。結果は，第4表および第6

図に示すとおりであった。

 第6図より，助走の歩幅をキックの左右別にみた場

合，各グループ間にはそれ程顕著な差がみられなかっ

た。立ち足1歩手前の歩幅①と立ち足までの歩幅δにつ

いてみると，立ち足1歩手前の歩幅は，非経験者グルー

プ以外では経験年数が低いグループほど大きくなり，立

ち足までの歩幅に関しては，3～1年の経験者グループ

の歩幅が最も大きく，その他のグループはこれより小さ

い値を示した。

 しかし，いずれにしてもこれらの歩幅を別々に切り離

して考えては意味がないと思われたので，立ち足1歩手

前の歩幅①と立ち足への歩幅δがどのように踏み込まれ

ているかを，前者を1としたときの後者の比率で求め，

各グループごとに比較してみた（第4表）。

 結果は，右足キックと左足キックの場合とでは多少の

違いはあるが，経験年数の高いグループの方が低いグル

ープより，立ち足1歩手前の歩幅①と立ち足への歩幅δ

の差が大きいのであった（差が最も大きいのは，右足キ

ックの場合5年以上⑦：◎＝1：1，440，左足キックの場

合5～3年⑦：◎＝1：1，475）。すなわち，熟練度の高．

い者は，立ち足1歩手前の歩幅⑦を短かくとって，立ち

足への最後の1歩を大きく踏み込んでいるが，逆に熟練

度の低い者は，⑦と◎の歩幅（距離）が同じような長さ

で踏み込まれている。このように，助走の歩幅にはっき

りと違いが現われるのは，経験年数3年以上のグループ

とそれ以下のグループとの間においてであった。’

 以上の結果から，立ち足1歩手前の歩幅①と立ち足ま

での歩幅◎は1対1．44の割合，すなわち，一般的には⑦

が105～115cm，◎が15g～160cmの関係で踏み込むこと

が望ましいと思われる。このように⑦と0が安定した割

合で踏み込まれ得る経験年数は，助走の歩幅の面からみ

ても3年以上の経験年数が必要だと思われた。

 ところで，熟練度の低い者が立ち足1歩手前の歩幅①

と立ち足への歩幅δを同じような距離で踏み込むという

点についてぽ，Aで扱った立ち足の踏み込み距離との関

連で考えるべきだと思う。すなわち，経験年数の低い

者は，ボールに対する立ち足の縦への踏み込みが浅く，

ボールと立ち足の距離がかけ離れた状態を呈するので，

立ち足までの歩幅δは短かくならざるを得ない。したが

って極端な言い方をすれば，（ボーリレの中心力）ら立ち足

までの距離㊥）＝（立ち足までの歩幅δ）＝（立ち足ユ歩手

前の歩幅④）の関係にあるといえよう。その点，経験年

数の高い熟練者は，ボールの中心から立ち足までの距離

勝  志

㊥が短かく，その分だけ立ち足までの歩幅つが長くなっ

ているのだと考えられる一。

 参考までに，蹴り足最後の着地点からボ1一ル中心まで

の距離⑪をみると，右足キックの場合，

経験年数1

距離（Cm）

・年以上1

1…1

5～3年

188．8

3～1年1

199．2

1年未満

189．O

非経験者

178．1

となり，3～1年のグループがやや大きな値を示す以外

は顕著な差がみられない点からみても，ボールに対する

立ち足の踏み込み距離㊥が立ち足への歩幅◎を決定づけ

る要因だと考えられた。

 2．身長別にみた助走の踏み込み歩幅

 身長別にみた場合，踏み込み距離の異なるのは，立ち

足の踏み込み距離よりむしろ助走の歩幅だと思われる1 ﾌ
で，前述のように身長別に助走の歩幅を比較する際，3

年以上の経験者群と非経験者群の2群に分けて整理し

た。結果は，第5表および第6表に示すとおりであっ
た。

第5表身長別にみた助走の歩幅とその割合

                （経験者）

身  長
…一・・眈ml

175～170cm 170～165cm ユ65～160cm

キック 単位 ⑦ ◎1 ⑦1 ◎ ⑦ o ⑦ ①

C工n 94．9 15215 1ユ9．4 I60．6 98．3
1483’ ユ08．I 工60．2

右足
比率 1．607 1．345 1．509 ’1．482

Cn1 88．8 152．4 ユ14．8 ユ63．8 ユ04．4 150．1 n1．2 157．9
左足

比率 1．716 1．427 ユ．438 1．420

柱：比率は⑦を1とした時の◎の割合であ乱

舞6表身長別にみた助走の歩幅とその割合

               （非経験者）

身長1 ユ80～175cm …～・…ml 170～165cm 165～160cm
キック 単位 ⑦1 o ⑦ ◎ ④1◎1 ⑦1①

CI■」 121．2 135．7 109．8 133．2 ユ05．7 127．6 102．5 142．O

右足
比率 1．工20 1．2ユ3 1．207 1．385

Cn1 117．6 134．5 ユ12．7 ユ29．6 n5．7 125．2 109．9 136．7
左足

比率 1．144 1．150 ユ．082 1．244

注：比率は⑦を1とした時の①の割合である。注 比率は⑦を1とした時の①の割合である。

   1でみた通り，右足キックと、左足キックの場合とで

  は，助走の歩幅に有意な差が認められなかったので，こ

  こでは第5表と第6表の結果から，右足キックの際の助

  定の歩幅について経験者と非経験者の間で比較検討した

   （第7図）。

   第7図により，立ち足1歩手前の歩幅④をみると，経

（6）                  中部工業大学紀要
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 第7図 助走の歩幅（身長州一右足）

注：左からユ80～175，ユ75～170，170～165，ユ65～160cm

験者グループの場合，身長の大小が歩幅の大小と関連し

合うという傾向はみられないが，非経験者グループで

は，身長の大小と立ち足1歩手前の歩幅にある程度の相

関がみられた（右足キックの場合7＝O．379）。

 同様に立ち足までの歩幅◎についても，経験者グルー

プの場合は，身長の大小と助走の歩幅の関連性はみられ

なかったが，非経験者グループでは，身長の大きい者ほ

ど助走の歩幅を大きく踏み込む傾向がある。しかし，身

長165～160cmのグループが最も大きな助走の歩幅を示

し，これらの傾向から外れているので，立ち足1歩手前

の歩幅⑦において身長180～175cmの経験者グループが

最も小さい値を示したことと考え合わすと，このような

予想外の結果となったのは，調査の対象者（両グループ

とも4名）が他のグループより少なすぎたためではない

かと思われる。

 以上の結果，経験者の助走の歩幅は，身長の大小にそ

れ程影饗を受けないが，非経験者では，身長の大小と助

走の歩幅にある程度の相関性がみられたので，身長に応

じた助走の歩幅の指導が考えられるべきである。

 プレース・ボールをイシステップ・キックでシュート

した際に，助走の歩幅（距離）とボールに対する立ち足

の位置（距離）が，どのような関係で踏み込まれている

かについて，経験年数と身長との2側面から整理し検討

した結果，次のような結論を得た。

（ユ）ボールに対する立ち足の踏み込み距離について

 ① 立ち足の踏み込み距離は，主立ち足（右足キッ

ク）より名立ち足（左足キック）の場合の方が，ボール

中心から離れる傾向にあった。

 ② 立ち足の踏み込み距離は，経験年数が高まるにつ

れて縦に深く（短かく），横に広い （長い）踏み込み方

法をとる。3年以上の経験者では，ボール横への踏み込

み距離が約30～32cm， ボール縦への踏み込み距離が約

19～24cmの範囲内に踏み込まれていた。

 ⑨ 身長の大小と立ち足の踏み込み距離が関連し合う

傾向はほとんどみられなかった。

（2）助走の踏み込み歩幅について

 ① 熟練度の高い者は，立ち足1歩手前の歩幅⑦を短

かくとり，立ち足への最後の歩幅。をボールの横まで深

く踏み込んでいるが，非経験者の場合には，前者と後者

の歩幅に顕著な差がみられない。3年以上の経験者で

は，助走の歩幅が⑦10÷1：1．44÷nOcm：155cmで

あった。

 ② 経験年数が3年以上になると，助走の歩幅は身長

の大小にそれ程影響されないが，非経験者の場合，ある

程度身長の大小と助走の歩幅が関連し合うので，初心者

指導の際には身長に応じた歩幅の配慮が必要である。

 以上のような結果を得たが，プレース・ボールのイシ

ステップ・キック指導上特に注意したいのは，やはり「

立ち足の踏み込み位置（距離）」の問題であ．ると思う。何

故ならば，蹴り足最後の着地点からボール中心までの距

離⑪は，熟練者と非経験者の間に顕著な差がみられない

のに，立ち足への歩幅0が極めて異なるのは，結局，ボ

ールに対する立ち足の踏み込み位置（距離）に起因する

のではないかと考えられるからである。この踏み込みの

位置（距離）が，常に安定した状態で保たれ得るのは，

今回調査した限りでは，少なくとも3年以上の経験年数

が必要だと思われた。

 なお，今回の調査はプレース・ボールに限って行なっ

たが，ダイナミックな状態にあるボールについても同様

なことがいえるかどうか，あるいは踏み込み位置の違い

がフォームに与える影響はどうか，といった面からの踏

み込み距離に関する追跡調査が今後の課題となる。

（7）
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